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安心で住みよい町に！
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一般会計補正予算

5995万円を可決
総額 36億8336万円に

防
災
備
蓄
倉
庫 

充
実

コ
ス
モ
ス
会
議
︵
９
月
会
議
︶
は
３
〜
５
日
、
17
〜
19
日
に
開
か
れ
、
24
年
度
の

各
会
計
の
決
算
審
査
、
補
正
予
算
や
条
例
制
定
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

し
た
。

ま
た
追
加
議
案
と
し
て
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
や
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て
審
議
し
可
決
し
た
。

一
般
質
問
に
は
、
８
議
員
が
町
道
や
県
道
の
改
修
政
策
、
防
災
訓
練
の
あ
り
方
に

つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

コスモス会議

議案に対し質疑議案に対し質疑議案に対し質疑

＊防災備蓄倉庫 10棟　……………　2627　万円

＊介護サービス車３台買い換え
　　　　　　　　　　　…………………　1180　万円

＊農業施設災害復旧費　……………　1091　万円
(沼江、与川内)

＊勝浦病院耐震診断費　……………　343　万円

補正予算の主な内容

美
馬
議
員

子
育
て
会
議
の
基
本
指
針
は
何
か
。

支
援
事
業
の
計
画
や
変
更
に
、
当
事
者
で
あ
る

親
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
委
員

会
構
成
の
保
護
者
の
割
合
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

大
西
福
祉
課
長

今
回
の
子
育
て
会
議
は
、
子
ど

も
の
支
援
に
重
点
を
お
い
た
、
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
。

委
員
構
成
の
人
数
配
分
ま
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

川
端
議
員

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
ち
ょ
ぞ

っ
娘
﹂
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
は
。

野
上
産
業
交
流
課
長

ぬ
い
ぐ
る
み
は
町
外
の
イ

ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
流
し
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
し

て
行
く
。

議
員

今
回
、
設
置
予
定
の
防
災
備
蓄
倉
庫
に

は
棚
が
な
い
が
、
備
品
を
整
理
し
て
保
管
す
る
の

に
必
要
で
な
い
か
。

ま
た
、
最
低
限
必
要
な
水
や
食
料
品
は
、
町
で

一
括
購
入
で
き
な
い
か
。

2議会だより かつうら



補正予算で買い換える介護サービス車

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

議
員
提
出
議
案
︵
全
員
賛
成
︶

人
権
擁
護
委
員任

期
満
了
に
伴
い

次
の
方
の
推
せ
ん
に
同
意

し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
い

次
の
方
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

・﹁
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書
﹂

・﹁
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
の
締
結
に
関
す
る

意
見
書
﹂

伊
丹
企
画
総
務
課
長

棚
は
見
積
書
で
は
付
い
て

い
な
い
が
、
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
。

備
蓄
品
の
う
ち
、
水
や
食
料
品
は
予
算
の
範
囲

内
で
町
が
購
入
し
て
、
各
区
に
配
付
し
た
い
。

国
清
議
員

防
災
備
蓄
倉
庫
を
、
個
人
の
土
地
に

設
置
す
る
場
合
は
寄
付
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
設
置
の
工
事
費
は
ど
う
な
る
の
か
。

伊
丹
企
画
総
務
課
長

寄
付
で
な
く
、
各
区
で
所

有
者
と
相
談
し
、
了
解
を
得
て
設
置
。

設
置
費
は
11
万
円
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
。

・一般会計において不用額が４億円余り出ている。年度末の執行状況を精
査し、減額補正など指導を。

・消防常備化に向け、具体的な計画の策定を。

・町営住宅使用料の徴収対策を強化。

・町民のニーズに合った交通弱者対策を早急に。

・新規就農者対策や鳥獣害対策を積極的に。

・沼江バイパスの未着工区内の早期推進を。

・町民の立場に立った国保会計の健全化と、将来の県単位の統合化に向け
た対応策を。

・事務執行に不備な点が見られるので、適切な処理を。

・病床利用率の低下が見られるが、引き続き病室の環境改善を。

平成24年度 各会計決算を認定 一般会計

企画総務課

住　民　課

福　祉　課

産業交流課

建　設　課

税　務　課

教育委員会

勝 浦 病 院

40億7396万円

滝 

花 

恒 

子 

氏
︵
棚
野
︶

山 

本 

達 

夫 

氏
︵
生
名
︶

町
道
認
定

　今までの定例会制では、決算認定を12月議会で行っていたが、今年度は通年会期制を導

入したことにより、９月会議で実施した。

　「特に留意すべき事項」を付け、全員一致で認定した。

【主な留意事項】

中
角
テ
レ
ビ
塔
か
ら
東
へ
の

﹁
中
角
桧
嶽
線
﹂、
延
長
９
０
０
ｍ

を
現
地
踏
査
し
、
町
道
に
認
定

し
ま
し
た
。

3 議会だより かつうら
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落石が多い改善センター北側落石が多い改善センター北側

施
設
の
管
理
者
は
鶴
林
寺
で

あ
り
補
助
金
を
出
し
た
経
緯
は

な
く
、
組
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
で

あ
る
が
環
境
面
で
の
問
題
は
な
い
。

ト
イ
レ
に
対
し
て

苦
情
が
多
い
と
言
う
こ
と
は
、

観
光
面
で
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

つ
な
が
る
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
が
、
政
教
分
離
の
観
点
か
ら

町
と
し
て
改
修
す
る
の
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

勝浦町マラソン議会 ８月会議

議会活性化の取り組みとして、通年会期制の導入、

議会モニター制度など数々の改革を行ってきた。

　住民の身近にある議会として「開かれた議会」

をめざしているが、その１つの手段としてテレビ

やインターネットでの放映がある。

　ケーブルテレビを活用するのが現実的であり、

議会として調査研究して行く必要がある。町長の

考えは。

　　　　情報公開の上でも大変重要で、最大の効

果を上げられるよう協議を重ねて行きたい。

町道「横瀬与川内線」
改良工事１工区

請負契約の承認
（6594万円）

議会の放映について

観
光
客
の
多
い
鶴
林
寺  
ト
イ
レ
の
改
修
を

公 一 議 員

国

清

一

治
議

員

８月20日

協議事項
通年会期制

早期発注に効
果！

問

問

答

町
長

答

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　８月19日、町道「横瀬与川内線」１
工区の改良工事の請負契約が締結され
た。
　従来なら９月定例会まで待っていた
が、通年会期制を導入したことにより、
８月会議で承認することができた。
　１ヵ月早く発注することにより、工
期に余裕を持つことができた。

　 議 員

　23年度の繰越事業であり、急ぐ必要
があるが完了予定は。
　また、交通規制の影響は。

　柳沢建設課長

　26年２月に完了予定である。
　大きい重機が必要のため、工事完了
まで全面通行止めにし、う回の協力を
お願いしたい。

　山野議員

　石垣が張り出している部分はどうす
るのか。

　柳沢建設課長

　山側の中腹は、H溝を立てポケット
を作る対策をする。

質 疑

答 町長

年
間
10
万
人
と
も
言
わ

れ
る
観
光
客
が
訪
れ
る
鶴
林

寺
。
駐
車
場
横
の
ト
イ
レ
の

改
修
を
求
め
る
声
を
多
く
聞

く
が
、
今
ま
で
に
環
境
面
で

の
問
題
や
、
町
が
補
助
金
を

出
し
て
改
修
し
た
経
緯
が
あ

る
の
か
ど
う
か
。

ま
た
、
観
光
・
交
流
の
町

と
し
て
今
後
、
改
修
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

4議会だより かつうら



台風被害を受けた嵐山渡月橋（2013年9月16日）

「特別警報」が発表されたら、

ただちに命を守る行動を！

　東日本大震災や23年に那智勝浦町を襲った台風12号。今年の京都嵐山の
大洪水など、警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波等が予想され、重大な災

害の危険性が著しく高まっている時に発表されます。対象災害は大雨、暴風、高潮、波

浪、大雪、暴風雪の６種類で、今年の８月30日から運用が開始されました。

「特別警報」とは

　「特別警報」が出た場合、地域は非常に

危険な状況にあります。周囲の状況や市町

村から発表される避難勧告・避難指示など

の情報に留意し、ただちに命を守るため

の行動をとってください。

　「特別警報」が発表されないからといっ

て安心することは禁物です。「特別警報」

の運用開始以降も、注意報や警報は、これ

までどおり発表されます。大雨等において

は、時間を追って段階的に発表される気象

情報、注意報、警報を活用して、早め早め

の行動をとることが大切です

埼玉県越谷市の方向で発生した竜巻
（2013年10月2日）

5 議会だより かつうら
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一 般 質 問

「対向しにくいなぁ〜」飯谷小学校対岸

近
年
、
異
常
気
象
が
続
き
、

農
業
は
温
暖
化
な
ど
気
象
に
対

応
す
る
技
術
と
品
種
改
良
が
不

可
欠
で
あ
る
。
み
か
ん
の
温
暖

化
対
策
と
し
て
、
先
を
見
据
え

た
品
種
改
良
の
テ
ス
ト
栽
培
を

し
た
ら
ど
う
か
。

県
で
は
、
み
か
ん
の
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
品
種
改
良
は
し

て
い
な
い
。

テ
ス
ト
栽
培
に
つ
い
て
は
、

知
識
や
経
験
が
豊
富
な
農
家
に

試
験
栽
培
を
し
て
い
た
だ
き
支

援
し
た
い
。

他
県
の
果
樹
研
究
所
の
温

暖
化
対
策
の
情
報
は
。

他
県
の
果
樹
研
究
所
の
事
例

は
、
高
温
障
害
対
策
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

県
の
研
究
所
は
温
暖
化
に
強

い
品
種
を
探
し
て
お
り
、
優
良

な
も
の
が
あ
れ
ば
農
家
へ
の
紹

介
も
検
討
し
て
い
る
。

み
か
ん
の
﹁
か
ん
水
施
設
﹂

と
﹁
貯
蔵
庫
の
冷
房
装
置
﹂
の

助
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹁
か
ん
水
施
設
﹂
の
助
成
は
国

の
事
業
で
一
定
の
基
準
が
必
要
。

﹁
貯
蔵
庫
の
冷
房
装
置
﹂
は
今
年

度
か
ら
機
能
向
上
の
た
め
、
２

分
の
１
で
上
限
30
万
円
の
助
成

を
し
た
い
。

今
後
の
み
か
ん
農
業
を
持

続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
町
長
の

考
え
は
。

今
後
と
も
、
も
う
か
る
農
業

を
め
ざ
し
て
、
農
業
振
興
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

県
道
徳
島
上
那

賀
線
で
、
通
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
な
い

箇
所
と
し
て
、
青
葉

荘
の
東
側
。
飯
谷
小

学
校
対
岸
の
Ｈ
鋼
の

所
。
長
柱
バ
ス
停
前

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
、
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

青
葉
荘
の
東
側
60
ｍ
は
、
用

地
交
渉
が
終
わ
っ
て
10
月
に
着

手
の
予
定
。
飯
谷
小
学
校
対
岸

は
、
測
量
が
終
わ
り
道
路
設
計

を
し
て
い
る
。
バ
ス
停
前
の
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
は
現
在
交
渉
中
で

あ
る
。﹁

横
瀬
与
川
内
線
﹂
が
改

良
さ
れ
る
が
、
工
事
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
安
全
対
策
は
。

改
善
セ
ン
タ
ー
北
側
の
１
工

区
は
、
９
月
20
日
か
ら
工
事
が

始
ま
る
。
２
工
区
は
10
月
初
め

発
注
予
定
。

安
全
対
策
と
し
て
は
、
全
面

通
行
止
め
と
す
る
。

問

問

問

問問

問答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

小
林
副
町
長

答

中
田
町
長答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

山

野

忠

男
議

員

み
か
ん
の
温
暖
化
対
策
は

貯
蔵
庫
の
冷
房
装
置
に
補
助

︵
産
業
交
流
課
長
︶

どうなっているのか

県道徳島上那賀線の改良

工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

町
道
﹁
横
瀬
与
川
内
線
﹂
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コンポストの普及を

タ
ク
シ
ー
券
助
成
制
度
は
、

要
支
援
１
・
２
の
人
が
対
象
で
、

町
内
の
医
療
機
関
に
限
定
さ
れ

て
い
る
が
、
３
月
議
会
で
は
、

よ
り
柔
軟
な
運
用
に
改
善
す
る

と
答
え
て
い
た
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

現
行
の
制
度
を
見
直
し
、
利

用
者
の
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

で
き
る
だ
け
早
く
結
論
を
出

し
、
利
用
し
や
す
い
制
度
に
し

て
行
き
た
い
。

﹁
地
域
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
﹂

の
内
容
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

11
月
か
ら
事
業
を
始
め
る
。
支

援
対
象
者
は
、
65
歳
以
上
の
独

居
世
帯
や
高
齢
者
、
障
が
い
者

世
帯
で
買
い
物
代
行
や
庭
掃
除
、

散
歩
の
付
き
添
い
、
エ
ア
コ
ン

の
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
、
ご
み
出

し
な
ど
全
10
項
目
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。

料
金
は
、
90
分
で
１
０
０
０

円
、
90
分
未
満
は
７
０
０
円
。

１
日
１
人
当
た
り
ご
み
の

量
は
勝
浦
町
５
５
４
ｇ
で
、
神

山
町
２
５
０
ｇ
、
佐
那
河
内
村

は
３
９
０
ｇ
と
な
っ
て
い
る
。

ご
み
の
減
量
目
標
を
立
て
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
補
助
率
を

上
げ
て
普
及
す
る
な
ど
努
力
す

れ
ば
、
１
割
く
ら
い
の
減
量
は

可
能
で
な
い
か
。

補
助
率
を
上
げ
て
、
多
く
の

方
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を
購
入

し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
。

ま
た
、
﹁
環
境
町
民
の
集
い
﹂

な
ど
で
意
識
高
揚
を
図
り
、
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

25
年
度
は
、
区
長
か
ら
町

道
改
良
や
安
全
施
設
の
要
望
が

１
３
５
件
出
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
に
も
、
安

全
施
設
の
改
良
は
緊
急
を
要
す

る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

要
望
の
内
、
安
全
施
設
は
69

件
出
さ
れ
て
い
る
が
、
町
長
か

ら
﹁
で
き
る
だ
け
施
行
す
る
よ

う
﹂
と
指
示
を
受
け
て
お
り
、

緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
執

行
し
て
行
く
。

河

野

道

雄
議

員

問問

問

問

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

柳
沢
建
設
課
長

緊
急
に

安
全
施
設
の
改
良
を

利用者の拡大を図る（福祉課長）

交通弱者対策

タクシー券の助成拡大を

家
庭
ご
み減

量
対
策
は
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「エコシャフト」手動は大変 ! !

９
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た
、

全
町
一
斉
防
災
訓
練
で
の
安
否

確
認
の
避
難
困
難
者
︵
要
援
護

者
︶
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た

の
か
。

ま
た
、
行
政
側
の
把
握
人
数

と
の
違
い
は
な
か
っ
た
の
か
。

訓
練
で
の
各
地
区
か
ら
の
報

告
は
１
０
０
人
だ
っ
た
が
、
福

祉
課
で
調
査
し
た
数
で
は
１
９

６
人
で
あ
る
。

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の

世
帯
も
多
く
、
災
害
が
あ
れ
ば

救
助
が
必
要
と
な
る
。

安
否
確
認
に
必
要
な
情
報
や

避
難
困
難
者
数
の
把
握
は
、
各

地
区
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、
行

政
の
情
報
提
供
は
で
き
な
い
の
か
。

１
９
６
人
の
う
ち
１
５
０
人
は

情
報
開
示
の
同
意
を
得
て
い
る
。

地
区
で
、
情
報
収
集
困
難
な
場

合
は
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

介
護
の
必

要
性
の
低
い
要

支
援
１
・
２
の

高
齢
者
向
け
サ

ー
ビ
ス
が
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
外
と
な

り
、
町
の
事
業

に
移
行
さ
れ
た
場
合
に
サ
ー
ビ

ス
低
下
の
心
配
は
な
い
の
か
。

介
護
保
険
制
度
改
革
が
確
定

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
町
の

負
担
が
増
す
場
合
も
考
え
ら
れ

る
が
、
即
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
る
わ
け
で
な
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
が
要
介
護
３
以
上
で
な
い

と
入
所
で
き
な
く
な
る
と
、
自

宅
で
の
生
活
は
ど
う
な
る
の
か
。

地
域
支
援
事
業
に
よ
る
、
短

期
入
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
対
応
で
き
る
。

現
在
、
入
所
待
機
者
は
緊
急

で
60
人
以
上
。

改
正
の
内
容
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
実
施
可
能
な
プ
ラ
ン
も

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
て

い
た
が
、
各
学
校
の
室
温
は
勉

学
す
る
の
に
問
題
は
な
か
っ
た

の
か
。

ま
た
、
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

各
小
学
校
は
比
較
的
風
通
し

が
よ
く
、
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

中
学
校
は
、
自
然
通
風
を
取

り
入
れ
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
暖

か
い
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
今

年
は
異
常
な
猛
暑
で
あ
っ
た
。

健
康
被
害
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に

向
け
、
保
護
者
の
意
見
も
聞
い

て
対
応
し
て
行
く
。

そ
の
他
の
質
問

○

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

○

学
力
向
上
支
援
員
配
置
の

効
果
は

問

問

問

問 問

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

北
島
教
育
長

答

中
田
町
長

防
災
訓
練

避
難
困
難
者
の
安
否
確
認
は

報
告
で
は
１
０
０
人
︵
企
画
総
務
課
長
︶

美

馬

友

子
議

員

町に移行

どうなるのか
介護サービス

中
学
校
にエ

ア
コ
ン
を

猛
暑
対
策
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工事が休止している中山工区

県
内
で
唯
一
国
道
が
通
ら

な
い
勝
浦
郡
は
、
県
道
が
命
の

道
で
あ
る
。

町
内
に
は
４
本
の
路
線
が
通

っ
て
い
る
が
、
改
良
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
そ
の
進

捗
状
況
は
。

徳
島
上
那
賀
線
は
、
生
比
奈

小
学
校
西
側
の
歩
道
工
事
中
で
、

３
分
の
２
が
ほ
ぼ
完
了
。

阿
南
勝
浦
線
は
、
24
年
３
月

に
バ
イ
パ
ス
２
期
工
事
が
開
通

し
、
３
期
の
採
択
に
向
け
て
努

力
し
て
い
る
。

新
浜
勝
浦
線
は
、
中
山
工
区

が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
休
止
し

て
い
る
。

和
喰
勝
浦
線
は
、
県
道
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
勝
浦

側
は
町
が
管
理
し
、
昨
年
か
ら

社
会
資
本
交
付
金
を
使
い
、
３

カ
所
の
内
１
カ
所
工
事
中
で
、

近
日
中
に
１
カ
所
発
注
予
定
で

あ
る
。新

浜
勝
浦
線
は
、
徳
島
上

那
賀
線
が
大
水
時
に
通
行
止
め

と
な
っ
た
場
合
、
う
回
路
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

平
成
２
年
に
県
道
改
良
に
向

け
て
、
地
元
推
進
委
員
が
用
地

交
渉
を
進
め
て
き
た
。

現
在
、
工
事
が
中
断
し
て
い

る
が
、
で
き
る
所
か
ら
工
事
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

県
に
要
望
し
、
現
地
に
も
何

回
と
な
く
来
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
中
山
工
区
の
西
側
が
進
ま

な
い
。

今
後
、
東
側
な
ど
で
き
る
所

か
ら
進
め
た
い
。

現
在
の
患
者
輸
送
車
で
も
、

乗
り
入
れ
で
き
な
い
狭
い
道
が

多
い
。

今
回
、
大
型
車
を
購
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
小
型
の
車

で
救
急
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

大
型
患
者
輸
送
車
ま
で
の
間

を
、
小
型
の
消
防
指
揮
車
で
搬

送
し
て
行
く
が
、
小
型
車
の
運

用
に
は
、
改
造
や
機
能
の
安
全

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

﹁
職
員
提
案
制

度
﹂
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。23

年
度
か
ら
実
施

の
﹁
行
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
﹂
で
、
今
ま
で
に
３
件

の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
事
業
が

大
き
く
、
今
の
財
政
状
況
で
は

難
し
い
と
判
断
し
、
採
用
は
さ

れ
て
い
な
い
。

問問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答
伊
丹
企
画
総
務
課
長

県道新浜勝浦線

東側から進めたい（町長）

どうなる中山工区

森

本

守
議

員

小
型
患
者
輸
送
車

必
要
で
は

活用されているのか

提案制度

わ

じ
き
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﹁
異
常
気
象
時
代
﹂
、
今
後

も
記
録
的
な
猛
暑
、
豪
雨
、
突

風
な
ど
の
極
端
気
象
と
な
っ
て

行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

防
災
訓
練
は
、
被
害
を
最
小

限
に
止
め
、
地
域
防
災
力
を
向

上
さ
せ
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
す
た
め
に
、
有
効
な
対

策
で
あ
る
。
来
年
度
に
向
け
た

改
善
点
は
あ
る
か
。

訓
練
も
７
回
目
と
な
り
、
イ

ベ
ン
ト
化
し
て
き
て
い
る
。
住

民
自
ら
が
考
え
て
、
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
訓
練
の
あ

り
方
を
構
築
し
て
行
く
。

聴
覚
障
が
い
者

は
、
外
見
で
は
障
害

が
あ
る
と
判
断
で
き

ず
、
情
報
不
足
に
陥

り
が
ち
で
あ
る
。
誰

も
が
一
目
で
確
認
で

き
、
包
帯
に
も
活
用

で
き
る
災
害
時
援
助

用
バ
ン
ダ
ナ
を
配
布

し
た
ら
ど
う
か
。

ど
の
よ
う
な
形
状
に
す
る
か
、

内
容
、
費
用
等
を
調
査
す
る
。

　

耕
作
意
欲
を
失
う
鳥
獣
害

対
策
の
一
層
の
強
化
の
た
め
に

も
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
食
肉
を

ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
販
売
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

販
売
に
は
、
施
設
整
備
や
資

格
を
持
っ
た
人
材
確
保
の
ほ
か
、

解
体
後
の
残
さ
処
理
費
用
な
ど

難
し
い
問
題
も
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

鳥
獣
害
対
策
交
付
金
が
基

金
化
さ
れ
る
と
、
ど
う
な
る
の

か
。

国
で
は
、
26
年
度
か
ら
１
０

０
億
円
が
予
算
化
さ
れ
、
時
期

な
ど
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
る
。

人
材
育
成
や
﹁
緩
衝
地
帯
﹂

作
り
な
ど
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

災
害
発
生
時
に
、

避
難
の
妨
げ
に
な
る
空

き
家
の
撤
去
費
用
の
一

部
を
負
担
す
る
制
度
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

今
年
度
の
県
の
施
策

で
、
﹁
老
朽
危
険
空
き

家
除
去
支
援
事
業
﹂
と

し
て
助
成
金
が
交
付
さ

れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹

介
し
た
い
。

問

問

問

問

問

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

ジ
ビ
エ
料
理
で

地
域
活
性
化
を

井
出
美
智
子
議
員

防
災
訓
練
の
改
善
を

住
民
自
ら
が
考
え
る
訓
練
に

︵
企
画
総
務
課
長
︶

聴覚障がい者に　　
　援助用バンダナを

空き屋撤去に補助を
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「おいしいよ。
　みかん狩り きてネ」

町
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納

者
が
あ
ま
り
に
も
多
い
が
、
今

ま
で
の
徴
収
方
法
に
問
題
は
な

か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
連
帯
保
証
人
に
も
督

促
は
し
た
の
か
。

滞
納
者
に
対
し
て
は
23
年
度

に
９
回
。
24
年
度
に
は
８
回
訪

問
し
督
促
を
し
て
い
る
。

連
帯
保
証
人
に
は
滞
納
状
況

を
知
ら
せ
、
文
書
で
納
付
協
力

を
依
頼
し
て
い
る
。

今
後
の
徴
収
方
法
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ま
た
、
徴
収
で
き
な
い
と
き

は
、
法
的
措
置
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

私
、
自
ら
が
徴
収
に
出
る
な

ど
努
力
し
た
い
。

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
も
金

額
を
明
示
し
、
立
場
の
重
要
性

を
認
識
し
て
、
徴
収
に
協
力
を

求
め
る
。

ま
た
、
徴
収
で
き
な
い
場
合

は
法
的
措
置
を
と
り
た
い
。

今
年
６
月
に
県
議
会
議
員

を
通
じ
、
町
議
員
と
地
元
関
係

者
が
県
土
整
備
局
に
陳
情
し
た

が
、
今
ま
で
と
同
じ
﹁
現
道
拡

幅
の
方
が
早
く
金
額
も
少
な
く

て
済
む
﹂
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

町
の
考
え
は
。

バ
イ
パ
ス
は
﹁
現
道
拡
幅
﹂

に
比
べ
多
額
の
経
費
が
か
か
る

が
、
町
と
し
て
は
残
土
処
理
場

確
保
に
よ
り
、
工
事
費
の
縮
減

な
ど
早
期
着
工
に
向
け
積
極
的

に
協
力
し
て
行
き
た
い
。

も
し
﹁
現
道
拡
幅
﹂
に
同

意
す
れ
ば
、
将
来
も
バ
イ
パ
ス

は
絶
対
で
き
な
い
。

町
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
バ

イ
パ
ス
で
通
す
と
言
う
方
針
に

変
わ
り
は
な
い
の
か
。

﹁
現
道
拡
幅
﹂
は
３
億
円
く

ら
い
で
で
き
る
が
、
バ
イ
パ
ス

の
場
合
は
３
倍
く
ら
い
工
事
費

が
か
か
る
。

県
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時

の
避
難
道
路
と
し
て
の
活
用
も

含
め
、
バ
イ
パ
ス
を
県
に
強
く

要
望
し
て
い
る
。

徳
島
市
と
の

間
で
定
住
自
立
圏

構
想
が
結
ば
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
議
会

に
対
し
て
何
の
報

告
も
な
い
。
具
体

的
内
容
は
。

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
市

民
病
院
と
の
連
携
を
強
化
し
、

紹
介
患
者
に
よ
る
医
療
の
提
供
、

医
療
器
機
の
共
同
利
用
、
医
療

従
事
者
へ
の
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

23
年
度
か
ら
﹁
と
く
し
ま
食

材
フ
ェ
ア
﹂
を
11
月
に
実
施
し

て
い
る
。

25
年
度
は
藍
場
浜
公
園
で
地

産
地
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、

各
市
町
村
が
連
携
し
て
出
展
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

観
光
推
進
に
つ

い
て
は
、
県
外
か

ら
の
モ
ニ
タ
ー
の

旅
行
者
を
募
り
、

み
か
ん
狩
り
の
体

験
な
ど
を
実
施
し
、

県
外
客
を
呼
び
込

む
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。

問問

問問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

問

答

岩
佐
住
民
課
長

答

小
林
副
町
長

答

松
本
病
院
事
務
局
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

川

端

雅

夫
議

員

あまりにも多い滞納者

町営住宅使用料

自ら徴収に出向く（町長）

定住自立圏構想

どう進んでいる

町
も
積
極
的
協
力
を

沼
江
バ
イ
パ
ス
工
事
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とりあえず「交通安全施設」を整備

５
月
２
日
、
町
長
に
対
し
、

生
比
奈
小
学
校
﹁
Ｐ
Ｔ
Ａ
今
山
・

黒
岩
・
星
谷
支
部
﹂
か
ら
﹁
県

道
新
浜
勝
浦
線
の
通
学
路
の
安

全
確
保
と
道
路
拡
幅
に
関
す
る

陳
情
書
﹂
が
出
さ
れ
た
。

町
は
、
６
月
に
県
知
事
へ
要

望
書
を
提
出
し
、
そ
れ
を
受
け

て
県
は
、
通
学
路
の
安
全
確
保

と
し
て
﹁
交
通
安
全
施
設
﹂
を

設
置
す
る
工
事
を
発
注
し
た
。

し
か
し
、
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
る
地
元
星
谷
で
は
、
抜

本
的
な
道
路
拡
幅
を
当
初
か
ら

求
め
て
お
り
、
﹁
星
谷
工
区
﹂

の
早
期
着
工
に
向
け
強
く
要
望

し
て
い
る
が
、
今
後
の
町
の
対

応
は
。

こ
の
地
域
は
、
道
幅
が
狭
く

交
通
事
故
も
多
発
し
て
い
る
。

道
路
拡
幅
に
よ
っ
て
、
子
供

た
ち
の
安
全
と
安
心
が
確
保
さ

れ
る
通
学
路
と
な
る
と
認
識
し

て
い
る
。

今
後
と
も
、
地
元
か
ら
の
要

望
を
聞
き
、
県
に
強
く
要
望
し

て
行
き
た
い
。

徳
島
県
が

７
月
末
に
出
し

た
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に

よ
る
勝
浦
町
の

被
害
想
定
は
。

発
生
時
期
と

時
間
に
も
よ
る

が
、
最
悪
で
死

者
30
人
、
負
傷
者
１
９
０
人
。

建
物
全
壊
は
４
２
０
棟
、
建
物

半
壊
７
６
０
棟
で
あ
る
。

驚
く
べ
き
数
字
で
あ
る
が
、

町
の
防
災
計
画
の
な
か
で
、
ど

う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

現
在
、
防
災
計
画
の
見
直
し

中
で
あ
り
、
各
地
域
の
情
報
な

ど
を
聞
き
、
計
画
に
組
み
込
ん

で
行
き
た
い
。

消
防
の
常
備
化
に
つ
い
て

は
、
大
災
害
の
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
た
め
に
も
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
早
期
整
備
を
再
三
質

問
し
て
き
た
が
ど
う
進
ん
で
い

る
の
か
。

現
在
、
小
松
島
市
に
消
防
業

務
で
あ
る
﹁
消
防
・
救
急
・
救

助
・
予
防
﹂
の
委
託
を
要
望
し

て
い
る
。

ま
た
、
消
防
団
の
今
後
の
運

営
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議
を
進

め
て
い
る
。

答

中
田
町
長

問

問

問

問

答

小
林
副
町
長

答

小
林
副
町
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

国

清

一

治
議

員

拡
幅
に
よ
り
安
全
確
保
︵
町
長
︶

﹁
星
谷
工
区
﹂の
早
期
着
工
を

県
道
新
浜
勝
浦
線

勝浦の被害想定は

南海トラフ巨大地震

死傷者220人！（副町長）

ど
う
進
ん
で
い
る
の
か

小
松
島
市
と
協
議
を

進
め
て
い
る
︵
副
町
長
︶

消
防
の
常
備
化
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耐震診断を終えた庁舎と福祉センター

中
田
町
政
の
１
期
目
と
２

期
目
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
は
。

ま
た
、
来
年
１
月
21
日
告
示
、

26
日
投
開
票
予
定
の
町
長
選
挙

に
立
候
補
す
る
意
思
は
。

１
期
目
は
行
財
政
改
革
に
全

力
で
取
り
組
み
、
財
政
健
全
化

に
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

２
期
目
は
中
学
校
の
改
築
を

は
じ
め
、
学
校
の
耐
震
化
や
﹁
道

の
駅
﹂
周
辺
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
、
産
業
や
観
光
の
活
性

化
を
図
れ
た
。

ま
た
、
沼
江
バ
イ
パ
ス
２
期

工
事
の
完
成
や
子
育
て
支
援
策

の
充
実
に
も
力
を
注
い
だ
。

町
民
の
深
い
理
解
と
、
支
持

が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
３
期
目
も

立
候
補
し
た
い
。

立
候
補
す
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
課
題
に
重
点
を
置

く
と
訴
え
る
の
か
。

﹁
勝
浦
町
総
合
計
画
﹂
に
基

づ
き
、
若
者
定
住
促
進
や
み
か

ん
を
中
心
と
し
た
農
業
の
振
興
、

交
流
促
進
を
は
じ
め
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
な
ど
の
防
災
対
策

充
実
を
訴
え
て
行
く
。

役
場
庁
舎
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
耐
震
診
断
の
結
果
は
、
８

月
末
に
出
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

ど
う
な
っ
た
の
か
。

最
終
決
定
値
は
９
月
末
に
な

る
が
、
評
定
委
員
会
に
提
出
し

て
い
る
数
値
で
は
、
Ｉ
Ｓ
値
で

役
場
庁
舎
が
０
・
２
２
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
０
・
４
４
５
で
あ

る
。

役
場
庁
舎
の
Ｉ
Ｓ
値
０
・

２
２
は
﹁
倒
壊
す
る
危
険
性
が

高
い
﹂、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
０
・

４
４
５
は
﹁
倒
壊
す
る
危
険
性

が
あ
る
﹂
と
い
う
水
準
だ
が
、

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

決
定
値
が
分
か
り
し
だ
い
専

門
家
に
意
見
を
聞
き
、
早
く
対

応
し
た
い
。

い
か
に
有
利
な
財
源
を
確

保
す
る
か
が
町
の
財
政
に
最
重

要
だ
が
、﹁
緊
急
防
災
、
減
災
債
﹂

は
26
年
度
以
降
の
財
源
確
保
は

不
透
明
な
状
況
で
あ
り
、
﹁
過

疎
債
﹂
も
適
用
外
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
に
も
利

用
で
き
る
﹁
防
災
安
全
交
付
金
﹂

の
26
年
度
以
降
の
見
通
し
は
。

﹁
防
災
安
全
交
付
金
﹂
は
、

３
年
か
ら
５
年
は
継
続
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

問問

問

問 問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

小
林
副
町
長

支持が得られるなら
立候補したい（町長）

町長選 ３選出馬は
公

一
議

員

耐
震
診
断
結
果
は

役
場
庁
舎
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
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メンバー紹介
（順不同・敬称略）

中　西　桂　子

古　井　利　子

松　浦　征　子

山　路　幸　子

松　下　節　子

大久保　君　子

尾　下　マツエ

山　西　一　子

大　井　珍　枝

坂　部　幸　子

駒　津　ナツエ

佐　藤　啓　子

森　本　悦　子

会　長

岸上イマノ さん

秋
風
に
微
笑
む
コ
ス
モ
ス
、
な
ん
と
可

憐
で
清
楚
な
花
か
と
、
つ
い
足
を
と
め
る
⋯
。

﹁
町
の
花
﹂
に
指
定
さ
れ
た
の
が
昭
和
60

年
。
勝
浦
町
合
併
30
周
年
の
記
念
に
と
、

町
民
の
多
く
の
声
で
決
ま
っ
た
と
聞
く
。

心
を
な
ご
ま
せ
る
花
で
も
あ
る
。

町
議
会
も
通
年
会
期
制
と
な
り
９
月
を

﹁
コ
ス
モ
ス
会
議
﹂
と
呼
ん
で
い
る
が
、
心

な
ご
む
こ
と
な
く
、
大
災
害
、
防
災
に
質

問
が
集
ま
っ
た
。

７
月
に
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
町
の
被

害
想
定
が
発
表
さ
れ
、
死
傷
者
２
１
０
人
、

家
屋
の
全
半
壊
１
１
８
０
棟
と
、
津
波
が

想
定
さ
れ
な
い
町
で
、
想
像
を
絶
す
る
。

今
ま
で
の
避
難
を
中
心
と
し
た
防
災
訓

練
で
い
い
の
か
。
隣
接
市
町
村
の
被
災
者

を
ど
う
受
け
入
れ
る
か
な
ど
課
題
は
多
い
。

し
か
し
、
今
一
番
に
や
る
べ
き
こ
と
は

﹁
家
屋
の
耐
震
化
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

︵
一
治
︶

議会だより かつうら 14

編
集
後
記

シリーズϳ美しい・町のボランティア
進めよう！古紙のリサイクル
「勝浦を考える会」

　今回は平成２年に「生活学校」としてスター

トし、長年にわたって新聞や雑誌、ダンボール

などのリサイクル活動を行っているグループを

紹介します。

　婦人の家と改善センターの倉庫に持ち込まれ

た古紙を整理し、リサイクルを進めることで環

境にやさしい町づくりに大きな貢献をしています。

　現在、会員は 14 名ですが、高齢化のため今

後の活動が心配されています。

　若い方の会員を募集しています。

せ
い

そ

表
紙
写
真

９
月
22
日
に
行
わ
れ
た
、
生
比
奈
小
学

校
運
動
会
の
金
管
バ
ン
ド
、
ド
ラ
ム
メ
ジ

ャ
ー
石
田
さ
ん 

ほ
か
の
み
な
さ
ん
で
す
。


